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QD の複合体構築を行っている。Mb–CdTe QD 複合体は、補因子修飾によりチオール部位を導入した Mb と CdTe QD の
混合により調製している。得られた複合体では、CdTe QD から Mb への電子移動反応が、天然 Mb を混合した系と比較
して６倍以上に向上することを示し、効率的な電子移動反応による Mb の機能発現を達成している。 




ペンタジエンの Diels-Alder 反応を加速する人工金属酵素を構築している。NB の疎水性空孔による基質との相互作用に
より、NB に担持した錯体触媒の活性向上を達成している。 
第四章では NB 空孔を化学修飾によって改変し、不斉 Diels-Alder 反応を触媒するタンパク質反応場構築を行ってい
る。NB 空孔へのピレンの化学修飾により、基質とピレンが相互作用して立体選択性を発現する複合体 NB–Pyr の構築
を達成している。さらに、NB 変異体の利用により、反応選択性の最適化が可能となっている。分光学的知見と計算化
学を組み合わせ、NB–Pyr 内でピレンに２種類の結合様式が存在し、Diels-Alder 反応の立体選択性と相関していること
が示されている。 
結言では、第一章から第四章を総括するとともに、本論文の成果をふまえ、今後、タンパク質の特異な反応場を活
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用した魅力的な物質変換を可能にするハイブリッド生体触媒の構築が期待されることを記述している。 
以上のように、本論文はタンパク質と人工の活性化分子、金属錯体触媒、基質結合部位を複合化することにより、
機能の融合に基づくハイブリッド生体触媒の構築が可能であることを示している。 
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
